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出典：
https://volcano.si.edu/volcanolist_

countries.cfm

完新世（1万年前～）の火山の国別リスト
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火山
数順
位

国名 完新
世火
山数

活動火
山数
（1800
年以降）

活動火
山数
（1960
年以
降）

現在噴火中
（2025年8月6日）

1
アメリカ合
衆国 165 63 39 Ahyi, Kilauea, Great Sitkin

2 日本 120 62 40
Aira, Suwanosejima,
Kirishimayama

3 ロシア 114 49 27

Bezymianny, Klyuchevskoy,
Sheveluch, Karymsky,
Krasheninnikov

4
インドネシ
ア 107 72 55

Lewotobi, Marapi, Semeru,
Raung, Merapi, Dukono,
Ibu, Lewotolok

5 チリ 90 35 19
6 エチオピア 50 9 5 Erta Ale

7

パプア
ニューギニ
ア 39 20 13 Manam, Langila, Bagana

8 エクアドル 36 18 12 Reventador, Sangay

9
アイスラン
ド 35 14 10 Reykjanes

10 メキシコ 35 9 5 Popocatepetl

13 ニュージーラ 23 9 8
14 フィリッピン 23 14 6 Kanlaon, Bulusan
24 イタリア 13 6 2 Stromboli, Etna

前頁の表を和訳、
完新世火山数の
多い国から順に
ソートして作成
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出典：https://volcano.si.edu/volcano.cfm?vn=264180

Lewotobi火山の週間レポート

インドネシア共和国
エネルギー鉱物資源省

地質庁 PVMBG
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PVMBG（Pusat Vulkanologi dan Mitigasi
Bencana Geologi）

火山地質災害対策センター

出典：https://vsi.esdm.go.id/press-release
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PVMBG 火山警戒レベル説明表
https://magma.esdm.go.id/v1/vona

I Normal 平常

火山活動は通常の状態であり、異常な兆候は観測されてい
ません。住民は通常通りの活動が可能だが、火口付近での
活動は控えることが推奨される。

II
Waspad
a 注意

火山活動の増加が明確に確認される。噴火の脅威は災害危
険区域（KRB）IIIを含む範囲に及ぶ。住民はKRB III内で
の活動を禁止される。

III Siaga 警戒

火山活動が著しく活発化しており、噴火の可能性が非常に
高い。噴火の危険区域はKRB II。住民はKRB II内での活動
を禁止される。

IV Awas 警告

大規模な火山噴火が発生する可能性が高い。KRB IIおよび
IIIに居住する住民は、これらの区域外に避難することが
義務づけられる。

小スンダ列島フローレス島

出典：https://magma.vsi.esdm.go.id/ 6
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出典：https://vsi.esdm.go.id/press-release

PVMBG（Pusat Vulkanologi dan Mitigasi
Bencana Geologi）

火山地質災害対策センター
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出
典
：

https://vsi.esdm
.go.id/files/5733/Screenshot%

202025-09-19%
20at%

20233033.png
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Rekomendasi（推奨）
青点線円：人間活動を行ってはな
らない区域
半径 = 6 km 西〜北東方向 = 7 
km
Kawasan Rawan Bencana III
（災害危険地域 III）
特徴：噴石（直径 > 64 mm）や強
い爆発に伴う火砕物の噴出（火山
弾など）が降る危険がある区域。
影響：火砕流、溶岩流、ガス、有
害ガスの噴出が起こりうる。
指定：火口から半径 4 km の範囲、
および西〜北東セクターは 7 km ま
で。

凡例の色と線の意味
赤（濃色）：危険地域 III
ピンク（淡色）：危険地域 II
黄色：危険地域 I

レウォトビ・ラキラキ火山（東ヌサ・トゥンガラ州） 活動レベルIV
（警戒）時の推奨災害危険区域

火山観測所
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Kawasan Rawan Bencana II（災
害危険地域 II）
特徴：噴石（直径 < 64 mm）の降
下や火山灰降下が生じる区域。
影響：小規模な火砕流、火砕サー
ジ、溶岩流の到達、ガスの放出。
指定：火口から半径 6 km の範囲、
または西〜北東セクターは 7 km ま
で。
Kawasan Rawan Bencana I（災
害危険地域 I）
特徴：泥流やラハールが河川を流
下して到達しうる区域。
影響：火山泥流・土石流による被
害。
指定：火口から半径 9 km まで、河
川に沿った地域。

凡例の色と線の意味
赤（濃色）：危険地域 III
ピンク（淡色）：危険地域 II
黄色：危険地域 I

レウォトビ・ラキラキ火山（東ヌサ・トゥンガラ州） 活動レベルIV
（警戒）時の推奨災害危険区域
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日付 活動レベル レベル変化 立入禁止範囲 火山活動 備考 方角別規制・距離

2023/12/1
8

Level II（
Waspada
） Level I → II 半径2km

有毒ガス発生（両
火山）

両火山（ラキ
ラキ・ペレン
プアン）で有
毒ガスあり

2023/12/2
3

山頂に亀裂発生、
白煙300m

山頂北西に長
さ160mの亀
裂

半径4km制限（方
向指定なし）

2024/1/1
Level III（
Siaga） II → III

半径3km、北西北
〜南南東方向で
4km以内

火山活動上昇（地
震活動増）

ラキラキ火山
の活動上昇

基本4km規制、方
向別に設定

2024/1/10
Level IV（
Awas） III → IV

半径4km、北西〜
北方向5km以内

噴火発生、活動
域拡大

噴火の影響拡
大

2024年中

Level 
III/II間で
変動 III→IIなど

状況に応じて最大
7km

降灰・地震活動
の増減あり

一時的に最大7km
制限も

2024/11/0
3–04

Level IV（
Awas） III → IV 半径7km

大規模噴火によ
る広域影響

11月3日23:57
に発生した大規模
爆発的噴火。
火砕流が山腹を四
方に流下、弾道噴
出物も伴う 死者
9人

半径7km、方向指
定は曖昧

2023年12月以降の解説を
AIで表にまとめたもの
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日付 活動レベル レベル変化 立入禁止範囲 火山活動 備考 方角別規制・距離

11月16日～
25日

2025/2/13
Level IV（
Awas） III → IV

半径6km、南西〜
北東方向7km以内

セクター別に避難
範囲拡大

セクター別で
最大7km

2025/2/18
Level IV（
Awas） 維持

半径6km、南西〜
北西方向6km以内

地震減少等で推奨
距離短縮

推奨距離を調
整

2025/2/20
Level III（
Siaga） IV → III

半径5km、南西〜
北東方向6km以内

活動緩和傾向に伴
う対応 警戒継続

2025/3/20
Level IV（
Awas） III → IV

半径7〜8km（南
西・北東）

深部地震増と爆発
的噴火

爆発音広域で
確認 方向別最大8km

2025/3/27–
28

Level IV（
Awas） 維持

半径6〜7km（南
西〜北東）

火山性地震減少・
灰雨対策継続

降灰リスク継
続

2025/4/14–
21

Level III（
Siaga） 維持 半径6km

火山活動継続、溶
岩流・降灰

溶岩流3.8〜
4.2km、火砕
流堆積

2025/5/18
Level IV（
Awas） III → IV

半径6km、西北東
方向7km 噴火

噴煙5,500m、
灰が山腹に堆
積

地震活動減少 火 12



日付 活動レベル レベル変化 立入禁止範囲 火山活動 備考 方角別規制・距離

2025/5/25
Level III（
Siaga） IV → III 半径6km

地震活動減少、火
口内溶岩堆積
87,000㎡ 溶岩堆積

2025/6/17
Level IV（
Awas） III → IV

半径7km、南西・
北東方向8km以内

爆発的噴火、火
砕流

北東方向に高
温火砕流（ス
コリア含む） SW〜NE方向8km

2025/7/07
Level IV（
Awas） 維持 半径7〜8km

噴煙18km上昇、
火砕流最大5km
（N〜NE） 大規模噴火

N・NE方向8km厳
格規制

7月9–15日

2025/8/1
Level IV（
Awas） 維持

半径6km、南西・
北東方向7km以内

火山性地震増、マ
グマ浅部移動

夜間の赤熱、
白煙など

GNSS・傾斜計で
活発な浅部活動

2025/8/2
Level IV（
Awas） 維持

火口中心から半径
6km以内、SW・
NE方向7km

噴火（噴煙柱1
万m）、地震増加

火砕流？到達
3–4km、警
報発令済み

2025/8/10
Level III（
Siaga） IV → III

火口中心から半径
6km以内

地震・微動減、収
縮傾向

火砕流（NW
方向）、安定
化兆候
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日付 活動レベル レベル変化 立入禁止範囲 火山活動 備考 方角別規制・距離

2025/8/16
Level IV（
Awas） III → IV

火口中心から半径
6km、SW・NE方
向7km

地震・非調和微
動・傾斜増、火山
体膨張

灰色火山灰と
火砕流、
GNSS上昇傾
向

2025/8/21
Level IV（
Awas） 維持 同上 維持

規制継続（Level 
IV相当）

2025/8/23
Level III（
Siaga） IV → III

火口中心から半径
6km以内

地震・変形データ
減、噴火回数減少

GNSS下降、
山頂の輝き減
少

2025/9/5
Level III（
Siaga） 維持 火口から半径6km

火山性地震・高調
波微動増加

蓄圧の可能性
あり

2025/9/6
Level IV（
Awas） III → IV

火口から6km、南
西・北東方向7km

継続地震・マグマ
上昇

爆発的噴火の
可能性

マスク推奨、影響
広範囲

2025/9/16レベル III
（SIAGA） なし

3 km（全方向）、
3.5 km（北東方
向）

白煙300m、噴火
継続

観測所による
報告。避難継
続中。

2025/9/20レベル IV
（AWAS） III → IV

7 km（南西・北東
方向）、6 km（他
方角）

噴煙500〜1000 
m上昇、継続的な噴
火を午後9時58分に
観測

地震増加、変
形膨張、土石
流警戒、降灰
リスク
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火山活動レベル

規制範囲

Lewotobi火山 2023Dec～2025Sep
警戒レベルと規制範囲（火口距離）の推移

噴火

航空関係の影響
（空港閉鎖や欠航）

3/20 4000人避難継続
250世帯仮設へ移転
389人新たに避難11/3 16,000人避難計画

7 km圏恒久移住の検討開始

1/1 非常警戒状態。
6,500人超仮設へ避難

大規模噴火
火砕流
死者9
負傷63前兆

6月 北・北東方向は
帰還困難が継続

1年9ヶ月近く
火山活動と避難が継続
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作物被害による

収入減少
降灰で家屋の屋根
損傷

住民が応急修理

• 農地・プランテー
ション被害

• 米, トウモロコシ豆
類, ソルガム, 
キャッサバ, カ
シューナッツ, ク
ローブ, ココナッツ, 
カカオ等

〇住民が避難

数千世帯規模

〇臨時住居（huntara）

建設

〇恒久住宅（Huntap）

移住計画

避難・住宅
問題

農地・作物
被害

収入損失
住宅

被害

噴火の影響
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出
典
：

https://w
w

w
.bnpb.go.id/en/berita/huntara-tahap-tiga-segera-dihuni-oleh-

pengungsi-erupsi-lew
otobi-laki-laki?utm

_source=chatgpt.com
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レウォトビ・ラキラキ山噴火への政府対応（2024年11月～2025年8月）
•噴火状況

• 2024年11月3日以降、2025年8月16日までに 1,340回の噴火 を記録。
• うち 8回は大規模噴火。
• 火山活動レベルは 3と4を行き来し、現在はレベル4（警報）。

•会議の開催
• 2025年8月21日、ジャカルタの人間開発文化調整省で 閣僚級会議を開催。
• 主導：プラティクノ調整大臣。
• 報告：BNPB長官 スハリヤント中将（TNI）。
• 関係省庁・地方自治体が参加。

•避難・住民生活
• 噴火が収まらず、火口周辺住民は長期避難中。
• 仮設住宅（フンタラ）入居者：850世帯（2,850人）。
• 親戚宅などへの自主避難：563世帯（2,178人）。
• コンガ難民キャンプに残る250世帯は、8月完成予定の仮設住宅へ移送予定。
• 生活必需品や物流は、政府・自治体・企業の協力で安定供給。

•恒久住宅計画
• 避難者は仮設住宅に永住せず、ノボレト村の恒久住宅（Huntap）へ移転予定。
• 現在、主要道路から恒久住宅予定地までの 約8 kmの道路が開通。
• 移転準備が進行中。

•自主移転の扱い
• 政府指定地（例：ノボレト村）への移転が基本方針。
• ただし、住民が自ら安全な地域を選び移転することも認められている。 国家防災庁（BNPB）

人口 Smithonian HP

5km以内
10km以内
30km以内
100km以内

18,686
59,084
284,976
906,184

2025.8.21.
ニュースのまとめ
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Rekomendasi（推奨）
青点線円：人間活動を行ってはな
らない区域
半径 = 6 km 西〜北東方向 = 7 
km
Kawasan Rawan Bencana III
（災害危険地域 III）
特徴：噴石（直径 > 64 mm）や強
い爆発に伴う火砕物の噴出（火山
弾など）が降る危険がある区域。
影響：火砕流、溶岩流、ガス、有
害ガスの噴出が起こりうる。
指定：火口から半径 4 km の範囲、
および西〜北東セクターは 7 km ま
で。

凡例の色と線の意味
赤（濃色）：危険地域 III
ピンク（淡色）：危険地域 II
黄色：危険地域 I

レウォトビ・ラキラキ火山（東ヌサ・トゥンガラ州） 活動レベルIV
（警戒）時の推奨災害危険区域

ノボレト村の
恒久住宅

（Huntap）
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火山 / 国 噴火期間 避難規模 主な生計への影響 政府支援 帰還・移転の結果 避難期間
年数（概算）

ラ・パルマ 
2021（スペイ
ン）

2021年9月
–12月（約3
か月）

最大7,000人避難、
家屋喪失者多数

農業（バナナ）、
住宅・観光

スペイン政府＋EU補
償、住宅・農業再建

大半は帰還、溶岩流埋没
地区は移住 0.3

レイキャネス半
島 2023–（アイ
スランド）

2023–現在
（断続的噴
火）

グリンダビーク住
民約3,800人が避
難・移住

都市型（住宅・イ
ンフラ・地熱発
電）

政府補償、住宅移転
計画、恒久移住支援

危険区域は立入禁止、住
民は移住開始 1

キラウエア 
2018（ハワ
イ・米国）

2018年5月
–9月（約4か
月）

数千人避難、住宅
700戸以上喪失

観光、住宅、地元
ビジネス

FEMA・州政府が大
規模支援、住宅再建
補助

多くは帰還せず、住宅喪
失者は移住 0.5

シナブン（インドネ
シア）

2010–
2020（断続
的）

数十万人規模、数
年にわたりキャンプ
生活

農業（コーヒー・農
作物）

BNPB国家防災庁、予
算制約あり、恒久住宅
は遅延

段階的移住、一部は恒久
再定住未完了 8

ムラピ（インドネシ
ア）

2010–現在
（頻発活動）

一時的に数十万人
規模（2010年）、
数週間～数か月

農業・家畜、都市周
辺部の生活

BNPB、大規模救援だ
が短期中心

大半が数か月で帰還、再
避難の繰り返し 0.5

レウォトビ（インド
ネシア）

2023–現在
（継続中） 数千人が避難継続

農業（自給＋換金作
物）

BNPB、仮設住
（Huntara）、恒久住
宅（Huntap）は進展
遅い

避難継続、ノボレト恒久住
宅計画あり 移住 2

ピナツボ 1991
（フィリピン）

1991（大規
模噴火、数日
～数週間）

数十万人が一時避
難、数か月～1年

農業（米・トウモロコ
シ）、米軍基地・都市
機能

フィリピン政府＋米軍・
国際援助で大規模支
援

数十万人が帰還、山麓で
は恒久移住も発生 1

＊ この表はAI（Chat GPT５）との対話に基づき作成。出典は最後のスライド参照。 20
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（Huntara）、恒久住
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キラウエア2018年噴火の災害対応

観測・

現状把握

迅速な

情報発信

住民参加型
の災害対応

 住民説明会・記者会見
 観測機関（USGS/HVO）

と行政（CDA）
役割分担が明確

 地域住民との対話を重視
ボトムアップ型   

様々な被災者支援

 時々刻々と進行する火山活動
緊急事態宣言、避難命令、

被害拡大、住民の不安↑
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災害要因と被害

• 宅地、農地、道路、水道、地熱発電所等
に被害 破壊された建造物数 716戸

溶岩流: 1.3km³の溶岩が噴出

• 住民に健康被害

火山ガス由来: VOG（火山性ス
モッグ）とLAZE（溶岩ミスト）

• 少数の負傷者発生

スパター（マグマのしぶき）降下 

リフトゾーンを横切る130号線
2019年1月1日安井撮影

2018年6月7日 中田節也氏撮影
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•2018年5月3日プラント停止決定。
生産井を急冷・密閉など準備

22日、近隣で溶岩噴泉開始。
27日 溶岩が施設内へ流入

3本の井戸、倉庫などが
溶岩により損傷

高台立地と迅速な対応で被害は最小限

Mathioudakis et al.,(2018)

レイラニエステーツ

PGV地熱発電所
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SNSでの火山最新情報の定期的発信と解説

例：Youtube 現在進行形のキラウエア
山頂部での活動解説。

その他、各種火山教育プログラム

 サイエンスコミュニケーター
Philip Ong（ミシガン大学の地質出身）

らによる活動
The Hawaiian Volcano Education and 
Resilience Insitute (HVERI)の設立

出典：https://hveri.org/about-hveri
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火山活動 HVOによる警戒情報など 行政（主にCDA)などの動き 住民の動き・支援など

4月 中旬

PuʻuʻŌʻōと山頂部溶岩湖でマグ
マ頭位上昇. 後者は複数回溢流

17日: MERZで新しい火口形成の
可能性, 警告発令

下旬
山頂とMERZの膨張が停止. 30
日: PuʻuʻŌʻō火口陥没

24日: 災害注意喚起発令

5月 上旬

山頂溶岩湖マグマ頭位低下開始. 

3日: LERZで割れ目
噴火開始. SO2 濃度上昇・

危険なレベル. 4日: Mw6.9 地
震

1日: 警戒レベルWarningへ引き上
げ. ダウンリフトの住民に噴火の注
意. 山頂での爆発的噴火の可能性
を警告. LERZ溶岩噴出増加の可能
性の報告

3日: ハワイ郡による緊急事態宣言発
令. 避難命令

一部道路封鎖, 避難指示により山
頂部の一部, レイラニエステーツ地
区の多くの住民が避難. 重要書類
等回収のための一時帰宅支援

中旬

山頂で爆発的噴火開
始.高度数1000ｍ以上の噴

煙・降灰. LERZで割れ目火口開
口断続. 溶岩流, 海岸部到達, 
オーシャンエントリー

山頂部でより強い爆発の危険性警
告

11日: 国立公園の大部分閉鎖.航空カ
ラーコード: Redへ引き上げ. Lower 
Puna地区で通行規制. 一部道路は地元
住民のみ通行可能. 要避難地域拡大. 
自主避難準備を指示

消防が戸別訪問, 溶岩孤立者の避
難支援, 救助活動

下旬

山頂部での水蒸気爆発と地
震の頻発. 海岸部でLAZE
放出開始. Fissure 8から
の溶岩大量噴出開始

VOGと降灰への注意喚起 溶岩流による森林火災の注意喚起. 溶
岩氾濫の危険でカポホ方面は避難勧告. 
31日: 市長による強制避難命令発効

住民の一時帰宅, 支援センター, 複
数の避難所開設. 火山灰対策マス
ク配布. 戸別訪問終了

6月 上旬

山頂部で爆発/陥没イベント. 
カルデラ陥没開始. カポホ湾
と周辺溶岩により埋積

山頂部での降灰,海岸部からの
LAZEプルームへの注意喚起

知事による追加の緊急事態宣言.強制避
難命令継続. 溶岩流による孤立住民は
CDAへの連絡を呼びかけ

避難所新設. ペット可の避難所

中旬

SO2 放出量1日5万トン以上山頂部での降灰, LERZでの割れ目
火口と溶岩を監視中. LAZEによる
空気の質について火山の風下全域
への注意喚起

ハワイ健康署, 国防義勇軍による
医療, 歯科, 眼科ケア. 重要書類回
収のための一時帰宅時の支援. 
FEMAの災害支援登録受付

下旬
山頂部の爆発の頻度低下 HVOが国立公園に危険分析の基礎

情報を提供
貿易風が強まる時,風下でVOGへの注意喚起. 
航空カラーコード: Orangeへ引き下げ

安井・他2022によるまとめ 文献参照
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7月 上旬

山頂部で爆発/陥没イベ
ント8月上旬まで断続. 
Mw5.4 前後の地震断続  
時々小規模な降灰

津波の心配はなし

中旬
Fissure8の火山ガス放
出量は高水準を維持

VOG注意喚起

下旬

山頂部の地震継続 LERZでのリスク管理のための文書
をリリース

SO2 高濃度で屋内待機などの予防措
置喚起

災害補足栄養支援プログラム: 避難民
の短期食糧支援開始. ハワイ大学農業
診断サービスセンター: 住民と商業農
家に水と土壌のpH・重金属テストを提
供

8月 上旬

山頂で地震減少. 
Fissure 8の大量溶岩噴
出が突然停止. 火映

山頂で地震が減少, Fissure8から
の溶岩流の動きがないことを報告 

緊急計画説明会: 山頂部の地震活動
に対するハワイ郡の避難計画の情報提
供

中旬

オーシャンエントリー継続 警報レベル引き下げ 16日: CDAのSNS最終ツイート FEMA災害復旧センター閉鎖. 被害を
受けた企業, 非営利団体, 居住者向け
に承認された低利の災害ローンの情
報提供

下旬
オーシャンエントリー停止

9月 上旬
4日までFissure8内火映 4日: 国立公園再開

12月
4日: 35年間の噴火の終息宣言

火山活動 HVOによる警戒情報など 行政（主にCDA)などの動き 住民の動き・支援など27 27



溶岩流対策
• 幹線道路の交通遮断対策で緊急時の迂回
路を設置

住民の避難経路の確保

• マーケット・プレイス閉鎖、

• ガソリンスタンドの燃料除去など

施設の事前対策

• 電力供給の維持

木製の電柱の防護

2014～2015年パホア溶岩流危機

電柱防護 28



出典：https://gbank.gsj.jp/volcano/esdb/vuc.php#comparison
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民約3,800人が避
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電）

政府補償、住宅移転
計画、恒久移住支援

危険区域は立入禁止、住
民は移住開始 1
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イ・米国）

2018年5月
–9月（約4か
月）

数千人避難、住宅
700戸以上喪失

観光、住宅、地元
ビジネス

FEMA・州政府が大
規模支援、住宅再建
補助

多くは帰還せず、住宅喪
失者は移住 0.5

シナブン（インドネ
シア）

2010–
2020（断続
的）

数十万人規模、数
年にわたりキャンプ
生活

農業（コーヒー・農
作物）

BNPB国家防災庁、予
算制約あり、恒久住宅
は遅延

段階的移住、一部は恒久
再定住未完了 8

ムラピ（インドネシ
ア）

2010–現在
（頻発活動）

一時的に数十万人
規模（2010年）、
数週間～数か月

農業・家畜、都市周
辺部の生活

BNPB、大規模救援だ
が短期中心

大半が数か月で帰還、再
避難の繰り返し 0.5

レウォトビ（インド
ネシア）

2023–現在
（継続中） 数千人が避難継続

農業（自給＋換金作
物）

BNPB、仮設住
（Huntara）、恒久住
宅（Huntap）は進展
遅い

避難継続、ノボレト恒久住
宅計画あり 移住 2

ピナツボ 1991
（フィリピン）

1991（大規
模噴火、数日
～数週間）

数十万人が一時避
難、数か月～1年

農業（米・トウモロコ
シ）、米軍基地・都市
機能

フィリピン政府＋米軍・
国際援助で大規模支
援

数十万人が帰還、山麓で
は恒久移住も発生 1

おわりに

多様な項目が絡む火山防災

●火山噴火の影響と範囲（災害要因と噴火規模）
（降下火砕物、溶岩流、火砕流、火山泥流、火山ガスなど）
●噴火推移
●活動長期化の問題（避難、一時帰宅、移住）
●人間社会の側面（人口密度、土地利用、インフラ・・・）

21世紀以降、大規模噴火が少ない火山大国日本
火山毎に状況が類似する海外事例を参考にするのは一案
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【出典・参考文献など】
藤井敏嗣 (2019) キラウエア2018年噴火のUSGS の対応を見て感じたこと. 自然災害科学, 38, 275–278.
厚井高志・ 権田 豊 (2021) 溶岩流による火山災害とその対策の方向性－キラウエア2018年噴火時の溶岩流出実態とその対応を踏まえて－. 砂防学会誌，73(6), 27–38.
Mathioudakis, M., Johnson, M., Huang, K., Golla, J., Renaud, T. and GRC Student Committee (2018) Lava Eruption Disrupts the Puna Geothermal Venture - The Background,

Geothermal Resources Council Bulletin, 47, 53–57.
宇井忠英（2021）米国流の火山情報発信とリスク管理－ハワイ島キラウエア火山1983-2018年噴火.

開発こうほう 自然災害に備える 第14回, 18-21.
安井真也 (2015) 32周年を迎えたキラウエア火山プウ・オーオー噴火.火山，60, 269–274.
安井真也・金丸龍夫・松田ひかる（2022）キラウエア火山の35年間の活動最末期の大規模噴火と災害, 火山, 67, 479-488

【スライド20,21，30の表の情報源】
火山 / 国 政府系出典 学術・国際機関出典 ニュース系出典

シナブン（インドネシア）

インドネシア国家防災庁（BNPB）報告（避難者数・長期避難生活
についての発表）。
インドネシア火山地質災害対策局（PVMBG）定期報告。

Smithsonian GVP「Sinabung」噴火記録と避難規模。
IFRC (International Federation of Red Cross)「
Emergency Appeal MDRID005」(2010) — 避難者 
19,698人と記載。

Jakarta Post, Antara News — 長期キャンプ生活・農業
被害を報道。

ムラピ（インドネシア）
BNPB 報告（2010年噴火時の避難者数：40万人規模）。
PVMBG 警戒レベル報告。

Smithsonian GVP「Merapi」記録。
UN OCHA Situation Report (2010) — 避難者数と支援状
況。 Kompas, Tempo — 避難規模や復旧過程の報道。

レウォトビ（インドネシア）

PVMBG / MAGMA Indonesia の VONA 報告（噴火情
報・警戒レベル・避難指示）。
BNPB 発表（仮設住宅 Huntara、恒久住宅 Huntap の建設
進捗）。 Smithsonian GVP「Lewotobi」活動記録（2023–2025）。

Kompas, Antara, Mongabay Indonesia — 避難住民
数や帰還状況、住宅建設について報道。

ピナツボ 1991（フィリ
ピン）

フィリピン火山地震研究所（PHIVOLCS）報告。
米軍発表（Clark Air Base 被害）。

USGS Fact Sheet FS113-97 “The Cataclysmic 1991 
Eruption of Mount Pinatubo”。
ADRC (Asian Disaster Reduction Center)「Recovery 
Report: Pinatubo」。
Smithsonian GVP「Pinatubo」。 AP, New York Times — 1991年当時の国際報道。

ラ・パルマ 2021（スペ
イン）

カナリア自治州政府・スペイン中央政府の発表（家屋喪失 
3,000戸以上）。
EU 緊急支援基金（EUSF）発動に関する欧州委員会発表。

Smithsonian GVP「Cumbre Vieja」報告。
Copernicus Emergency Management Service (EMS) 
— 衛星マッピングによる被害評価。

El País, BBC, Reuters — 避難者数（最大7,000人）、観
光・農業被害。

レイキャネス半島 
2023–（アイスランド）

アイスランド気象局（IMO: Icelandic Meteorological 
Office）— 噴火・地盤変動・避難指示。
アイスランド市民防衛局（Civil Protection Iceland）— グ
リンダビーク全域避難発表。

Smithsonian GVP「Reykjanes」活動記録。
EMSC, Copernicus — 衛星観測データ。

RÚV（アイスランド国営放送）, BBC, Reuters — 住民移住
や住宅被害。

キラウエア 2018（ハワ
イ・米国）

USGS Hawaiian Volcano Observatory (HVO) — 噴
火記録、溶岩流のマップ。
FEMA — 災害宣言と支援額。
Hawaii County Civil Defense — 避難勧告と住宅被害報
告。

Smithsonian GVP「Kīlauea」記録。
USGS Scientific Investigations Report 2021–5030 
— 被害統計。

Honolulu Star-Advertiser, Hawaii News Now, 
BBC — 避難者数（約2,000人）、住宅損失（700戸以上）。
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